
水
稲

近
畿
農
政
局
よ
り

　
滋
賀
県
の
平
成
29
年
産
水
稲
の
予
想
収

量
と
作
況
指
数
が
９
月
２９
日
に
公
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

滋
賀
県
の
予
想
収
量
は
5
1
7
㎏

で
昨
年
よ
り
17
kg
減
、
作
況
指
数
は

1
0
0
と
な
り
平
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

作
柄
概
況・・・

　
６
月
に
気
温
が
平
年
を
下
回
っ
た
時
期

が
あ
っ
た
も
の
の
、
田
植
期
以
降
、
お
お

む
ね
高
温・多
照
し
た
こ
と
に
よ
り
分
げ
つ

が
促
進
さ
れ
、
穂
数
は「
や
や
多
い
」傾
向

と
な
り
ま
し
た
。
１
穂
当
た
り
も
み
数
は
、

穂
数
が
や
や
多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
相
反

作
用
等
に
よ
り「
や
や
少
な
い
」と
な
り
ま

し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
全
も
み
数
は「
平

年
並
み
」と
な
り
ま
し
た
が
、
登
熟
期
の
日

照
不
足
等
の
影
響
に
よ
り
、
登
熟
歩
合
が

低
下
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
別
コ
シ
ヒ
カ
リ
1
等
比
率

　
29
年
産
米
の
地
場
検
査
結
果
は
左
記
の

結
果
と
な
り
、
レ
ー
ク
伊
吹
管
内
全
体
の

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
1
等
比
率
は
8
2.
1
％

で
、
前
年
の
7
6.
5
％
よ
り
向
上
い
た
し

ま
し
た
。

　
異
常
な
気
象
変
動
の
下
、
作
期
に
よ
る

等
級
の
違
い
や
、
地
域
毎
の
病
害
虫
発
生

状
況
の
確
認
や
、土
壌
に
応
じ
た
栽
培
方
法・

施
肥
体
系
な
ど
の
技
術
対
策
が
必
要
で
す
。

例
年
多
い
２
等
以
下
の

格
付
と
主
な
要
因

　
平
成
29
年
産
は
、
登
熟
期
の
日
照
不
足

な
ど
気
象
変
動
が
大
き
い
年
と
な
り
ま
し

た
。
次
年
度
に
向
け
、
気
象
変
動
に
負
け

な
い
対
策
が
重
要
で

す
。
詳
細
は
、「
平
成

30
年
産
栽
培
手
引
き
」

に
記
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
、
高
品
質

米“
プ
レ
ミ
ア
ム
88
”の

生
産
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
ょ
う
！！

（9月末地場検査実績集計）

伊 吹

柏 原

山 東

米 原

近 江

長浜東

長浜南

長浜北

県 内

90.7%
96.7%

55.0%
92.8%

73.7%
90.1%

75.5%
76.0%

90.1%
78.3%

81.2%
62.8%

84.3%
72.4%

83.7%
81.1%

69.3%
80.0%

地域別コシヒカリ1等比率 ■H29 ■H28

湖北

湖南

【滋賀県】
10a 当たりの
予想収量 517㎏
（前年差△ 17㎏）
【湖北】
10a 当たりの
予想収量 498㎏
（前年差△ 17㎏）

【湖南】
10a 当たりの
予想収量 526㎏
（前年差△ 17㎏）※1.70㎜のふるい目幅で選別　された玄米重量となります。

例年多い２等以下の格付と主な要因
格付種類 種類解説 要　　因

除青未熟粒 充実の不十分な粒で、玄米の厚みが薄く、縦
溝が深い。歪みや変形したものもある

●籾数過多
●登熟期の稲体の活力低下

心白・腹白粒
（白未熟粒）

乳白粒 胚乳部に白色不透明な部分がある
部分的にデンプン供給不足で発生

●登熟初期の高温・日照不足
●籾数過多・総籾数30,000粒/
㎡を上回ると発生率が高い

背白粒 米粒の背部に白色不透明な部分が
ある ●登熟中・後期の高温

●登熟期の稲体の活力低下
基部未熟 米粒の基部に白色不透明な部分がある

胴割粒 米粒に亀裂がある。 ●出穂後10日間の高温
●早期落水・刈遅れ

もみ混入 玄米中に籾が混合する。
（1000粒の内、約5粒以上は2等）●機械設定・調製諒・水分ムラ

カメムシ
着色粒

カメムシによる吸汁被害
イネシンガレセンチュウによる被害粒
（1000粒の内、約3粒以上は2等）

●畦畔雑草でのカメムシ類の増
殖・適期防除の未実施
●種子消毒
　（ｲﾈｼﾝガﾚｾﾝﾁｭｳ）

滋賀県10ａ当たりの予想収量
（9月15日現在）

営農情報
えいのうじょうほう
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